競技注意事項

１　競技規則について

本大会は２００９年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項によって実施する。

２　招集について

（１）招集所は１００ｍスタート付近に設ける。

（２）招集完了時刻は、当該種目の開始時刻を基準として、下記のとおりとする。

          トラック競技　　３０分前

          フィールド競技　３０分前

          リレー競技　　　３０分前

（３）２種目出場で時間が重なる競技者は、あらかじめ競技者係に届け出ること。

（４）招集完了時刻に遅れた場合は、当該種目を棄権したものと見なすので注意すること。

３　ナンバーカードについて

（１）競技者は交付された大きさのままユニフォームの胸と背につける。走高跳に出場する競技者はどちらか片方でよい。

（２）トラック競技に出場する競技者には、写真判定用の腰ナンバーを招集時に配布するので、出発までに右腰部やや後方につける。競技終了後はフィニッシュ付近で競技者係に返却する。

４　競技について

（１）トラック競技

①すべて写真判定装置を使用する。準決勝・決勝進出のプラスの競技者の選出について同タイムが出た場合は、写真を拡大し精査する。それでも着差が認められない場合は抽選とする。

②予選と予選を行わない決勝種目のレーン順は、プログラム記載順による。

③準決勝・決勝の組み合わせ・レーン順は大会本部にて公平に番組編成し、その結果を招集所付近に掲示する。

④レーンで行う競技種目で棄権者があった場合、そのレーンは空けて競技を行う。

⑤セパレートレーンで行う競技は、競技者の安全のために、フィニッシュライン通過後も自分に割り当てられたレーンを走り抜けること。

⑥小学生はタイムレースとし、上位記録８名により決勝を行う。

⑦3000mは競技打ち切り時間を１５分とする。

⑧リレー競技のオーダー用紙は、競技開始１時間前までに競技者係に提出する。

⑨リレー競技の決勝出場チームは、オーダーの変更がない場合でもオーダー用紙を提出する。

⑩リレー競技に使用するマークを持ってきていないチームに関しては、主催者で用意する。

⑪小学生の１００ｍ・４×１００ｍＲの予選競技ではスターティングブロックは使用しない。

（２）フィールド競技

①試技順はプログラム記載順による。

②小学生の走幅跳は３回の試技により順位を決める。

③走高跳のバーの上げ方は以下の通りとする。

	
	練習
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８

	中学、高校・一般
	1.10
	1.20
	1.25
	1.30
	1.35
	1.40
	1.45
	1.50
	1.55


なお、天候等の状況により変更することがある。上記以降最後の一人になるまで３cm刻みとする。第１位を決定する場合の上げ下げは２cmとする。

④走幅跳決勝はAピット、Bピットで３回の試技を行い、１・２組あわせた上位８名がＡピットで更に３回の試技をおこなうが、競技の進行状況によってはＡ、Ｂのピットでそのまま継続して行うこともある。

５　競技用器具について

競技に使用する用器具はすべて主催者で用意するが、「やり」は競技開始１時間前までに計測員の検査を受け、合格したものは使用できる。但し、参加競技者で共有するものとする。

検定はフィニッシュ付近の用器具庫で行う。

６　表彰について

（１）各種目１位から８位まで賞状を授与する。

（２）各種目３位までは表彰台で表彰を行うので、競技終了後表彰者控え場所で待機すること。

（３）４位以下の入賞者は、結果発表後３０分以降に正面スタンド下表彰係席にて賞状を渡す。

７　棄権について

やむを得ない理由で棄権する場合は、競技者係に用意してある用紙に記入し、大会本部に提出すること。

８　競技場使用上の注意

（１）競技場は全天候舗装のため、競技に使用するスパイクか以下の通りである。

   ピンの長さ　　　　　９ｍｍ以内（走高跳・やり投は１２ｍｍ以内）

   ピンの先端の直径　　４ｍｍ以内

   ピンの数　　　　　　１１本以内

（２）トラック・フィールド以外でのスパイクの着用はしないこと。

（３）競技場の開門時間は８時３０分である。開門時間前に入場しないこと。

（４）盗難について、主催者は責任を負わない。各自の荷物管理には十分気をつけ、更衣室等に置いたままにしないこと。

（５）環境への配慮は十分気をつけ、各自のゴミは必ず持ち帰ること。

（６）ウォーミングアップは、バックストレッチ側の５レーンから８レーンを使って行うことができる。但し、競技役員の指示に従うこと。

　　　ハードル練習については、競技開始前に時間を設けるので、そこで練習を行うこと。

９　その他

（１）競技者は、ビデオ装置・カセットレコーダー・ラジオ等の通信機器あるいは類似の機器を競技場内で使用することはできない。（競技規則第１４４条）

（２）競技場内に商品名のついた衣類やバッグを持ち込む場合、規定を守ること。

上半身　面積30平方cm以内　　縦４cm以内　ロゴ全体では縦５cm以内を１ヶ所とする。

下半身　面積20平方cm以内　　文字は縦４cm以内を１ヶ所とする。

バッグ　面積25平方cm以内で同一のものを２ヶ所とする。

（３）競技中の事故については主催者で応急処置はするが、以後の責任は負わない。

（４）競技の記録は放送を通じて発表するが、招集所付近に掲示する。

（５）希望者には記録証を１部３００円で発行する。大会事務局（本部）に申し出ること。
